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もてなし研究会では、もてなし空間を多角的にとらえていく目的のために、一つの継続
的テーマとして、本学の地元となる鳴尾の空間性について研究を行ってきた。近代までは
武庫川と旧枝川の中州的な地形をもち、そこから旧枝川の埋め立てによって甲子園（別荘
地や甲子園ホテルなど）が開発され、極めて特徴的な都市地形を形成してきた。そこには、
前夜の河川が育んだ松が残され、邸宅やホテルの借景として「もてなし空間」の重要な要
素となる。 
 したがい、当該地域の研究のためには、この都市型地形とともに、武庫川という都市型
河川といかにして共生していくかという課題が挙げられよう。紅谷先生の講演においては、
まず日本の河川の特徴などを中心として、立地条件と自然災害との関係性のメカニズムを
説明していただいた。特に我が国の都市型河川の特性については、ロンドンなどの海外の
事例との比較によって浮き彫りとなった。 
 続いて、鳴尾が立地する六甲山系の山麓部における水害のメカニズムの説明とともに、
具体的に武庫川水系の課題とともに、鳴尾の今後の想定についても説明いただいた。 
 白砂青松を基調として鳴尾・甲子園の風光明媚な風土は、自然地形と都市地形との共生
によってもたらされ、松の緑を借景とした甲子園ホテルや邸宅街など、もてなし空間に不
可欠な要素である。今後、こうした空間といかに共生していくのかという課題に対して、
今回の講演は多くのヒントを得るものであった。 
 また江戸時代の浮世絵に見る日本の山々や、昭和初期における全国の山林の事例のよう
に、山林が荒れた時代など、長期的な環境と災害との関係性の説明には、風景の観点から
も興味深いものであった。 
 本学の武庫川学院歌には「おもひは遠し 武庫川に」「鳴尾のさとの 松かげに」「紫け
ぶる 六甲の 山脈こゆる 青嵐 武庫の河原の 松に鳴る」と、鳴尾の風景には、松と
ともに六甲の山脈がうたわれる。この風景の継承と、自然との共生のためにも、有意義な
講演であった。 
 
(2015 年 12 月 9 日、生活美学研究所本年度もてなし研究会における講演に基づく) 
コーディネーター 武庫川女子大学生活環境学部准教授 三 宅 正 弘 
 
－ 85 －
